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研究要旨  

 本邦における梅毒流行が妊婦まで波及していることが危惧される。適切な加療が妊婦

に施されない場合には母子感染（経胎盤感染）して児の先天梅毒が発生するリスクも出

てくる。次世代に影響する社会問題となる。本研究では、妊婦とその児における梅毒の

実態を把握することを目的とした。全国調査研究の結果、2014、2015 年に梅毒合併妊

婦が増加し、それに伴って先天梅毒も増加した。そのうち 15%は死亡もしくは後遺症を

残していた。先天梅毒まで至る症例は、未受診・不定期受診妊婦であることが浮き彫り

となり、医療側のアプローチに限界があることが窺えた。社会全体からの梅毒流行の終

息が急務であることがわかった。 

 

 

 

A. 研究目的 

 

近年の社会問題となっている梅毒流行に注

目し、産婦人科医療機関からの調査研究に依っ

て、妊婦に注目した梅毒の実態を調べることを

目的とした。 

本邦では、妊婦健診を妊娠 12 週から開始す

る。妊娠初期には、初期スクリーニング検査と

して、全妊婦に対して公費助成によって、HIV,

梅毒の血清学的検査を実施している。そこで、

梅毒合併妊婦に関する国内の実態把握が可能

である。 

産婦人科医を対象とした調査研究であるこ

とから、厚労省・国立感染症研究所の全数把握

や定点調査とは異なる切り口の実態が把握で

きると期待される。 

昨今の国内の梅毒流行を考えると本研究は

急務であり、梅毒の実態把握を目的とする本研

究班と日本産科婦人科学会の梅毒合併妊婦の

実態調査小委員会の共通する目的と考えられ

ることから、日本産科婦人科学会の小委員会の

元で全国の専門医機構基幹施設を定点とした

実態調査研究を企画した。 

梅毒合併妊婦は、二次医療機関である基幹施

設に紹介されるケースも多いことから、国内の

実態把握として妥当性があると考えた。 

 

B. 研究方法 

 

日本産科婦人科学会の女性ヘルスケア委員

会内にある、本邦における産婦人科感染症実態

調査小委員会（小委員長：深澤一雄、委員：岩

破一博、川名 敬、大槻克文、野口靖之）によ

って企画、立案され、日本産科婦人科学会によ

って実施された「性感染症による母子感染と周

産期異常に関する実態調査」である。 

 目的としては、性感染症のなかで、性器クラ

ミジア感染症、淋菌感染症、尖圭コンジローマ、

性器ヘルペス、梅毒に関して、母子感染と周産

期異常に着目し、新生児管理も含めた実態調査

を行った。 

 日本産科婦人科学会の研修施設（研修基幹施

設）628施設を対象として、「性感染症による母

子感染と周産期異常に関する実態調査」と題す

るアンケート調査を送付依頼した。2015 年１～

12月の1年間のデータを回収集積し各感染症の

診断法、治療法等を解析した。アンケート調査

および回答は web上で行った。 

 梅毒についての調査では、妊婦、非妊婦につ

いて 2011～2015 年の発生数のトレンドを調べ

た。また、梅毒合併妊婦についての発見の契機、

進行期、治療の有無、治療時期、先天梅毒の有

無、児の予後について調査した。 

 

（倫理面への配慮） 

日本産科婦人科学会の研究倫理委員会の承認



のもとで、本実態調査は施行された。アンケー

トは研修基幹施設の産婦人科責任者に対して

行われ、個人情報は扱っていない。 

 

 

C. 研究結果 

 

研修施設 628 施設中、257施設 （回収率４

１%）より回答を得た。これらの施設からの分

娩総数は 144,427 件 (施設別 0～3403件/年、

年間 400件台が 38施設で最多)となった。梅毒

合併妊婦は、2011～2015の 5年間で 166名抽出

された。166名のうち、妊婦健診を未受診もし

くは不定期受診であった妊婦が 25％を占めて

いた。これらの妊婦では、梅毒スクリーニング

検査が妊娠初期に実施されず、診断時期が妊娠

中期以降もしくは産褥となっていた。そのため、

治療介入も妊娠後期や産褥となり、遅かった。

その結果、166 名のうち、20名の先天梅毒が発

生していた。梅毒合併妊婦も、その後に発生し

た先天梅毒も、2014, 2015年に集中しているお

り、近年の梅毒流行が妊婦まで及んできている

ことを浮き彫りとなった。先天梅毒 20例のう

ち、6例は死亡か後遺症が残っている。次世代

にまで影響し始めていることが判明した。同時

に、未受診、不定期受診妊婦といういわゆる社

会的ハイリスク妊婦と梅毒合併妊婦がオーバ

ーラップしていることがわかり、妊婦スクリー

ニング検査を摺り抜けた結果の先天梅毒発症

であることが判明した。 

 

 

D. 考察 

 

今回の実態調査は、専門医機構の基幹病院に

対して実施されており、一般診療所の症例は含

まれていない。そのために、厚労省・感染研か

らの全数報告数とは数字がずれている。しかし、

妊婦に特定した梅毒報告数は過去には報告が

ない点で有用な情報である。妊婦まで梅毒が蔓

延してきている実態を把握できたことから、次

世代への影響も懸念され始めていることが窺

える。先天梅毒の発症には、社会的ハイリスク

妊婦の問題がある。これは医療行政や医療機関

の努力では解決することが難しい問題である。

梅毒の流行自体を終息させることが肝要であ

ると考えられる。 

 

E. 結論 

 

 梅毒については、妊婦、胎児（新生児）へそ

の蔓延が波及していることが分かった。次世代

への影響も明らかになっていることから、社会

として梅毒流行を終息させることが急務であ

る。 
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